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大学側の出席者

• 船﨑健一 学長

• 阿波 稔 学長補佐

• 金子賢治 学長補佐

• 高橋 晋 入試部長

• 吉田忠一 総務部長

• 事務部
• 大野和弘（社会連携・研究推進部参事）

• 竹本成喜（総務課長）

• 長根 大（総務 情報・経営企画）



学校法人
八戸工業大学 八戸工業大学第一高等学校

八戸工業大学第二高等学校

さくら幼稚園

八戸工業大学

工学部

感性デザイン学部

大学院 工学研究科

学校法人 八戸工業大学

八戸工業大学第二高等学校附属中学校



建学の精神



沿革

1972年 4月 開学 （１学部３学科）

1995年 4月 大学院 修士課程 設置

1997年 4月 〃 博士課程 設置

2005年 4月 感性デザイン学部 設置（２学部６学科）

2022年 4月 工学部工学科5コース制へ改組

10月 創立50周年記念式典開催

卒業生および修了生数

大学院修士： 約500名

博士： 約70名

大学 学士： 約20,000名
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２．事業推進体制と活動状況（１）組織構成

将来計画委員会 （令和5年9月設置）
学長（委員長）、業務執行理事、学長補佐、学部長、
総務部長、社会連携・研究推進部長、入試部長

カリキュラム等検討部会：部会長 阿波学長補佐

①基本構想WG、②共通教育WG、
③先端工学WG、④情報デザインWG、
⑤社会デザインWG

教育・学習環境検討部会：部会長 金子学長補佐

①キャンパス適正化WG、②八日町キャンパスWG

※進捗状況、検討結果等については、全学集会、部長会、教授会、
理事会・評議員会等へ報告・協議、意思決定



２．将来計画委員会の設置と活動（２）活動履歴

1-①令和5年 9月 改組に係る将来計画委員会発足
1-②令和5年10月 各検討事項に関する部会の発足
1-③令和5年11月 改組後の学部数を2学部に変更を検討
1-④令和6年 1月 中心街キャンパス整備に向けた協議を実施
1-⑤令和6年 1月 キャンパス内建築調査
1-⑥令和6年 4月 キャンパス構想案の作成
1-⑦令和6年 7月 学科名称等の仮決定

1-⑧令和6年11月 改組後の学部数を3学部に変更を検討
1-⑨令和6年11月  入学者選抜方法の基本設計の検討
1-⑩令和7年 2月 大学・学部等名称のイメージアンケートを高校生・在学生を対
象に実施
1-⑫令和7年 2月 各学部・学科の育成すべき人物像と3ポリシーの決定
1-⑬令和7年 3月 学部学科名称等の決定
1-⑭令和7年 3月 カリキュラム詳細設計・確定
1-⑮令和7年 3月 入学者選抜方法の詳細設計・決定
1ｰ⑯令和7年 3月 文科省事前相談用資料の作成

令和7年 6月 文科省事前相談用書類の提出
令和7年 8月  事前相談結果判明 「３学部とも届出で設置可」

（変更交付申請書での記載内容から）



２．１ 将来計画委員会専門委員会の設置と活動
【カリキュラム等検討部会】

主な検討内容
○令和５年度

・改組基本方針、現状と課題の整理
・学部学科の構成（１学部、２学部、３学部のケーススタディ）

→先端工学分野、情報デザイン分野、社会デザイン分野

○令和６年度
・学部学科名称
・教育研究上の目的、養成する人材像等
・３つのポリシー、カリキュラムの基本設計

→グループ高校、県立高校へのアンケート調査とヒアリング
→教育研究後援会、CN人材育成協議会等でのヒアリング

○令和７年度
・カリキュラムの詳細設計
・文部科学省 事前相談書類の作成、提出



２．１ 将来計画委員会専門委員会の設置と活動
【教育・学習環境検討部会】
２つの可能性を視野に2つのWGにより検討
（1）大開キャンパス適正化WG：現在のキャンパス（大開キャンパス）でのリ

ニューアル・更新・減築計画の策定

• 令和6年度；大開キャンパス・グランドデザインに関する０次案を策定

• 令和7年度；０次案についての意見交換会，学内現地調査等を踏まえた１次案を

現在策定中

学生の授業間移動を減らすために1〜3号館の教室整備・時間割工夫

（2）八日町キャンパスWG：中心市街地（八日町付近）に1学部+1年生（600人を

想定）が異動することについて検討

→メリット・デメリット・懸念事項・解決策などを整理

八日町キャンパス計画は，地権者や協力企業，金融機関，八戸市，国土交通省など

と継続的に協議・意見交換し、適宜部会に情報共有

→概算事業費を含む基本計画策定
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３．現在の工学部工学科の振り返り（支援事業申請の背景）

２０２２年度改組で工学部を１学科体制に改編

• １学部１学科体制の利点
➢ 教育実施、運営組織やカリキュラムのスリム化
➢ 時代や社会の変化に対応した、分野横断的な教育プログラムの柔軟な編
成が可能
✓ 横断履修プログラム
✓ 数理・データサイエンス・AI教育、カーボンニュートラル教育等

• １学部１学科体制で見えた課題
➢ 「工学部」「工学科」だけでは，教育プログラム（具体的な学びの分
野・内容）の特徴が伝わりにくい
✓ 教育プログラムを特徴付ける名称の学部・学科として設置し、本学
の特色や魅力を積極的に伝える事の重要性

• 地方私立工業系大学を取り囲む情勢（コロナ禍以後）
➢ 全国的な工学部充足率の低下傾向

✓ 大都市と地方（特に東北地方）との格差拡大
✓ 地方の工学系私大は軒並み定員割れ（苦戦）

✓ 定員の安定確保のためには、従来の工学系の枠を超えて幅広く理
系・文系の受け皿となるような学部・学科の設置が最低条件



４．学部・学科の再編

■基本方針

・（地域）社会に必要とされる
人材の育成
・「工学」×「デザイン」×
「地域」という現在の八戸工業
大学のコンセプトを進化させて、
工学とデザインの学びを融合・
発展
・これからの社会課題解決に必
須な「デザイン思考」の育成を
核に、文系・理系といった既存
の考え方に捉われることなく、
地域社会とのつながりを重視し
た「文理融合教育」、「AI教
育」、「STEAM教育」の充
実・実践
・成長戦略実行計画に基づき、
グリーン分野とデジタル分野を
強化した新しい学部学科編成
（総合工学系大学への進化）
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興味のある学問分野

理学 工学 情報学

環境学 農学 医学

薬学 社会学 経済学

経営学 法学・政治学 人文科学

国際学 教育学 スポーツ・健康学

獣医学 芸術学・デザイン学 その他
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興味のある学問分野

理学 工学 情報学

環境学 農学 医学

薬学 社会学 経済学

経営学 法学・政治学 人文科学

国際学 教育学 スポーツ・健康学

獣医学 芸術学・デザイン学 その他
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興味のある学問分野

理学 工学 情報学 環境学

農学 医学 薬学 社会学

経済学 経営学 法学・政治学 人文科学

国際学 教育学 スポーツ・健康学 獣医学

芸術学・デザイン学 その他

興味のある学問分野

※回答者数は、グループ高校：867名、県立高校：683名、
学問分野を３つまで選択・回答

グループ高校生

県立高校生



４．学部・学科の再編（支援１事業申請時）

・申請時は、現在の工学部と感性デザイン学部をベースに、工学系の一つの学部に
グリーン分野およびデジタル分野を強化した３学科を設置する改組を計画

・学科よりも学部である事の方が当該分野の教育研究のさらなる充実と分野の強化
を幅広く周知でき，募集活動上もプラス効果が期待できることから、３学部への再
編を進める
※いずれの学部・学科も設置届出の範囲での改組（学位の分野：工学）

【申請時計画】
現在，本学は，工学部工学科（機械工学コース，電気電子通信工学コース，システム
情報工学コース，生命環境科学コース，建築・土木工学コース）と感性デザイン学部
感性デザイン学科の2学部体制となっている。本申請では，工学とデザインを高度に
融合し，いずれも成長分野であるデジタル分野とグリーン分野に再整理した新しい工
学部をつくります。具体的には，機械工学，電気電子通信工学，生命環境科学を中心
としたグリーン科学技術学科（グリーン），建築・土木工学とデザインを融合した社
会創造学科（グリーン），システム情報工学とデザインを融合した情報デザイン学科
（デジタル）の3学科体制を基本として，行政機関や産業界，高校生の要望等を調査
しながらフェーズ１期間中に学部・学科名称を含めて検討します。グリーン成長分野
およびデジタル分野の中核となる3学科に再編し，定員を増やすとともに，これまで
本学で培ってきたデザインあるいは感性に関する教育研究資源をこれらの学科に融合
した新しい人材育成を展開します。



４．学部・学科の再編

■３学部３学科：「工学×デザイン×地域」の進化、多様な入口を提示（情報系
とデザイン系を強化した学部構成）

先進工学部
先進工学科
定員（100名）

工学部 工学科
定員（250名）

機械工学
コース

建築・土木
工学コース

生命環境
科学コース

電気電子
通信工学
コース

感性デザイ
ン学部
感性デザイ
ン学科

システム
情報工学
コース

定員（50名）

総合情報学部
総合情報学科
定員（100名）

デザイン工学部
デザイン工学科
定員（100名）

学部再編による成長分野（グリーン＋デジタル）への転換











ご質問事項への回答について

【質問事項１】
○令和5 年度に各学科の育成すべき人材像と３
ポリシーの決定の予定が未だに検討を継続中」
とのことだが、現在までの進捗状況について説
明してください。また、３ポリシーが定まらな
いことにより、カリキュラム基本設計や入学者
選抜方法の基本設計、キャンパスの計画等、
様々な計画が遅延していると思われるが、どの
ように解消する予定であるか説明してください。



回答１

• 大学及び３学部の３つのポリシーはおおよそ策
定済み
• 現在は設置計画書作成に合わせ，細部を調整中

• 次に，現時点における大学，及び，例として総
合情報学部の３つのポリシーを紹介します。



■八戸工業大学 教育理念とディプロマ・ポリシー

八戸工業大学は、「良き技術は、良き人格から生まれる」という教育理念を掲
げています。これは、「良き職業人となるためには、高度な専門知識とともに豊
かな人間性と総合的な判断力をもつ」ことが必要であることを意味しています。
本学は、この理念を踏まえた教育目標に基づく所定の教育課程を修め、以下の資
質・能力が身についた学生に学士の学位を授与します。

(1) 豊かな人間性と総合的な判断力

(2) 社会の変化に対応できる柔軟な思考力

(3) 専門分野の基礎原理の理解と高度応用展開力

(4) 地域社会への関心をもちグローバルな視野で物事を考える姿勢



■八戸工業大学 カリキュラム・ポリシー

八戸工業大学は、ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を備えた人材を育
成するために、次のような教育課程編成・実施の方針を定めています。

1．教育課程の骨格
カリキュラムを、高校教育から大学教育に円滑に移行させ、キャリアデザイン

を支援するための「キャリア教育科目」、人間環境や地域・社会に対して多面的
な視野から物事を捉え総合的な判断ができる力を養う「総合教養科目」、デザイ
ン思考のプロセスの理解、ならびに情報学、工学、デザイン工学の分野を融合し
た学びを誘導する「共創教育科目」、専門分野の学問に求められる基盤的能力を
幅広く養う「数理・データサイエンス・AI教育科目」や「自然科学科目」等の
「基盤科目」、各分野における専門基礎知識・技能の修得とともに、実践的な応
用・展開能力を養う「専門科目」で編成します。

2．総合的な人間力を養成する教育の実施

「キャリア教育科目」においては、高大接続・社会接続を担う教育を実施し、
さらに科学技術の地域的・社会的な役割について理解を深めます。また「総合教
養科目」においては、その分野を人間科学分野、国際コミュニケーション分野、
体育科学分野および総合学際分野などで構成し、学部・学科を問わないリベラル
アーツを展開します。これにより、地域への理解を深めるとともに、豊かな人間
性を涵養し、社会の変化に対応できる柔軟な思考力や幅広い視野に立った理解力
を養成します



■八戸工業大学 カリキュラム・ポリシー（続き）

3．数理的な思考および情報活用能力を育成する教育の実施
超スマート社会「Society5.0」に対応するための数理・情報リテラシーとAI技

術・データサイエンスの基礎を学ぶ科目を全学共通として配置します。専門分野
においては情報技術を高度に利活用するための力を養成します。

4．地域社会との繋がりを重視した共創教育の実施
社会が抱える課題の解決のために、デザイン思考の基礎について学ぶための科

目を配置します。また「共創教育科目」における情報学、工学、デザイン工学を
融合した実践演習、さらに「専門科目」においても地域と連携した課題解決型学
習(PBL)、アクティブ・ラーニング教育を展開します。これにより、持続可能な
地域社会づくりへの意欲と責任をもって物事を考えることができる能力ならびに
主体性を養成します。

5．専門分野の基礎知識・技能を理解・修得するための教育の実施
学部・学科の専門基礎知識・技能を学ぶ科目を学期ごとに体系的に学べるよう

に編成します。講義と演習を組み合わせた授業、根幹となる部分の繰り返し学修
を取り入れた授業などを展開し、これにより専門分野の基礎知識・技能を理解・
修得させる教育を実施します。



■八戸工業大学 カリキュラム・ポリシー（続き）

6．専門分野の基礎知識・技能を実践的に応用・展開展開できる力を養成する教
育の実施
実践的な力を養うために、少人数ゼミナール、実験・演習・実習科目を重点的

に配置します。自ら考えて纏めたことを発表・表現する授業や、体験・気づき・
省察サイクルを取り入れた授業を展開します。また、身につけた専門知識や技能
を統合し、論理的な課題解決を通じて新たな価値の創造に繋げていく能力や姿勢
を育成するために、「卒業研究」を全学必修とします。さらに、これらの科目群
によりチームワーク力やリーダーシップ力も養成します。

7．グローバルな視野で物事を考えることができる力を養成する教育の実施
学部・学科を問わない「総合教養科目」を中心に、「専門科目」においてもそ

れぞれの分野においてグローバルな視点での授業を展開します。これにより、異
文化と多様性を理解しつつ、グローバルな視野で物事を考えることができる力を
養成します。

学修成果の達成度は、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力に基づいて具現化し
た複数の修得因子によって評価し、学生が自ら確認できるよう配慮します。



■八戸工業大学 アドミッション・ポリシー

八戸工業大学は、建学の精神である「正己以格物」（己を正し以て物に格る）
に基づいた自己思考能力を育むカリキュラムにより、基礎知識や専門知識だけに
とどまらず、将来的に地域を牽引していくことができる総合力を備えた次世代の
リーダーにふさわしい人材を養成しています。また、「良き技術は、良き人格か
ら生まれる」という教育理念を掲げており、高度な専門知識を備え高度な応用展
開力をもつとともに豊かな人間性と総合的な判断力をもつ社会の担い手の育成を
目指しています。

これらを実現するため、高等学校で履修する教科・科目について基礎的な知
識・技術を有しており、本学が進める教育研究活動に強い関心があり、さらに自
らを向上させようとする意欲を持つ人を、多様な選抜制度により受け入れます。

本学の入学者選抜では、志願者の学力の三要素（「知識・技能」「思考力・判
断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」）を把握し、学部・学科の教育・人
材育成の目的にかなう能力・資質・意欲・適性などを判断するため、入試形態ご
とに個別学力検査、大学入学共通テスト、調査書、小論文、面接などを組み合わ
せて志願者の能力や資質を多面的・総合的に評価します。



３学部の３つのポリシー

• 主として，総合情報学部の例を紹介
• 詳細は別紙にて説明



□総合情報学部総合情報学科 ディプロマ・ポリシー

総合情報学科では、高度なデジタル社会を実現するための学びを基礎とし、
社会情報DX、メディアデザイン、コンピュータサイエンス、サイバーセキュリ
ティのいずれかのプログラムにおいて所定の教育課程を修め、以下の資質・能
力を身につけたと認められる学生に対し、「学士（情報学）」の学位を授与し
ます

(A)社会人としての良識と倫理観、地域社会に対する理解ならびにグローバ
ルな視野

(B) 専門分野の基盤となる基礎知識とこれらを活用して社会の持続可能な発
展に貢献できる力

(C) コミュニケーション能力と国際人としての姿勢

(D) 情報学における基本的な専門知識と応用･展開力の素養

(E) 実社会において実務に対処しうる課題解決能力・チームワーク力、自ら
積極的・継続的に学んで行動する力

(F) 北東北地域における科学技術の動向への関心



□総合情報学部総合情報学科 カリキュラム・ポリシー

総合情報学科では、ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を備えた人材
を育成するために、次のような教育課程編成・実施の方針を定めています。

1．教育課程の骨格
カリキュラムを、「キャリア教育科目」、「総合教養科目」、「共創教育科

目」、「基盤科目」、「専門科目」で編成します。ディプロマ・ポリシーと教
育課程との主な関係は以下のようになります。

教育課程
（科目区分・分野）

ディプロマ・ポリシー

(A) (B) (C) (D) (E) (F)

キャリア教育科目 ○

総合教養科目（人間
科学、国際コミュニ
ケーション、体育科
学、総合学際）

○ ○

共創教育科目 ○ ○

基盤科目（数理・
データサイエンス・
AI教育、自然科学）

〇

専門科目 ○ ○ ○



□総合情報学部総合情報学科 カリキュラム・ポリシー（続き）

2．教育課程の編成
（1）キャリア教育科目：高校教育から大学教育への円滑な移行と将来のキャリ
アプランニング、さらに専門分野の地域的・社会的な役割を理解するとともに、
倫理観・規律性、社会的責任感を涵養するための科目を配置します。
（2）総合教養科目：北東北を中心とした地域社会についての包括的な理解を含
めた幅広い視野と教養、コミュニケーション・スキルを養うため人間科学、国
際コミュニケーション、体育科学、総合学際の４分野にわたる教養科目を配置
します。
（3）共創教育科目：課題解決能力の基礎となるデザイン思考のプロセスを理解
するとともに、地域社会との繋がりを重視した実践演習の科目、さらに文理融
合・分野横断型の学びを誘導する科目を配置します。
（4）基盤科目：専門分野の基盤となる能力を養う科目を配置します。数理・
データサイエンス・AI教育科目は、数理と情報のリテラシーを修得するととも
に、AI技術、データサイエンスの基礎力および実践・応用力について学ぶため
の科目を配置します。自然科学科目は、物理や化学、脱炭素・環境、生命など
の自然科学、実験に係わる科目を配置します。



□総合情報学部総合情報学科 カリキュラム・ポリシー（続き）

（5）専門科目：高度なデジタル社会を実現するための学びを基礎とし、社会情
報DX、メディアデザイン、コンピュータサイエンス、サイバーセキュリティの
いずれかの分野についての知識と学力を修得し、それらを応用・展開できる能
力を修得することを目的に基礎分野と応用分野から構成される科目を配置しま
す。さらに企業などにおけるインターンシップ、より総合的な学習や特定領域
における研究活動を行うための卒業研究を配置します。これらの科目群を通じ
て総合的な判断力や継続的な学習力、チームワーク力、リーダーシップ力、社
会の変化に対応できる柔軟な思考力および課題解決能力を養成します。

3．教育課程の実施
（1）将来の進路や取得可能な資格の希望に応じ、履修上の区分として社会情報
DX、メディアデザイン、コンピュータサイエンス、サイバーセキュリティの各
プログラムが設けられ、その学習・教育到達目標を達成するための修了要件を
設定します。
（２）情報学関連分野の横断的な学習を可能とするため、学習の柱となる主プ
ログラムに加えて、希望に応じて副プログラムの専門科目も履修できるよう配
慮します。
（３）1学年は各プログラムの共通となる科目を配置し、２年進級時にプログラ
ムを決定します。
（４）必修科目・選択必修科目・選択科目を適切に配置し、技術者として必ず
身につけるべき共通の素養と、自らの興味・関心に基づく多様な分野の知識を
バランスよく修得できるよう配慮します。



□総合情報学部総合情報学科 カリキュラム・ポリシー（続き）

（５）共創教育科目、基盤科目および専門科目においては、理論・知識を学ぶ
ための講義科目と、学んだ知識の習熟および課題発見力・解決力の醸成のため
の演習・実験科目を連携的・系統的に配置します。
（６）実験・実習・演習などの科目を通じて実践的な教育（PBL）を充実させ、
講義で学んだ知識を活用し、さらに理解を深めて応用力を養うとともに、新た
な課題を自ら発見し解決する課題解決能力を養成します。これらの科目の修得
の過程で自己管理力、チームワーク力、リーダーシップ力が身につくよう運営
します。
（７）学生の主体的・能動的な学びを促進するため、演習・実習科目はもとよ
り講義科目についてもアクティブ・ラーニングを積極的に導入します。
（８）ネットワーク環境やサーバー環境などを充実させることで、大学での授
業・教育に加えて、自宅での自律的な学習においてもICT機器の積極的な利用を
促進します。また、通常の授業でも視聴覚機器を積極的に活用し、理解度の向
上に努めます。
（９）学習・教育到達目標に対応したカリキュラムマップ・ツリーを明示する
とともに、学生の習熟度・理解度に応じた学修支援を推進します。

4．学修成果の評価
授業科目については、到達目標や成績評価の基準と具体的評価方法をシラバ

スに明示して学生に周知し、公正で厳格な成績評価を実施します。



□総合情報学部総合情報学科 アドミッション・ポリシー

総合情報学科では、総合情報学科は、総合的なデジタル技術の基礎知識・技
能を踏まえ、それらを人と社会のために活用する際に必要なデザイン思考と応
用展開能力、高度なデジタル社会を構築・推進するために必要な新たな価値や
技術を創造し実装することができる能力、論理的・創造的思考力やコミュニ
ケーション能力を身につけ、異なる分野の人とも協調して課題を発見・解決に、
倫理的責任を持ってあたることができる人材の育成を目指しています。

総合情報学科は、デジタル社会、メディアデザイン、コンピュータサイエン
ス及びサイバーセキュリティの４プログラムの教育体制を取っており、総合情
報学の目的ならびにそれぞれのプログラムの学びに強い関心があり、これらの
能力を身につけて地域や社会で活躍したいという目標を持って主体的かつ自律
的に取り組む意欲を持ち、高等学校で履修する教科・科目に関する基礎的な知
識・技能を有している人を，多様な選抜制度により受け入れます。



□先進工学部先進工学科 ディプロマ・ポリシー

先進工学科では、工学分野におけるグリーン技術を基礎とし、環境・エネル
ギー科学、生命・食品工学、ロボット工学、モビリティ工学、機械工学、電気
電子通信工学のいずれかのプログラムにおいて所定の教育課程を修め、以下の
資質・能力を身につけたと認められる学生に対し、「学士（工学）」の学位を
授与します

(A)社会人としての良識と倫理観、地域社会に対する理解ならびにグローバ
ルな視野

(B) 専門分野の基盤となる基礎知識とこれらを活用して社会の持続可能な発
展に貢献できる力

(C) コミュニケーション能力と国際人としての姿勢

(D) 工学における基本的な専門知識と応用･展開力の素養

(E) 実社会において実務に対処しうる課題解決能力・チームワーク力、自ら
積極的・継続的に学んで行動する力

(F) 北東北地域における科学技術の動向への関心



□デザイン工学部デザイン工学科 ディプロマ・ポリシー

デザイン工学科では、豊かな暮らしと持続可能な地域づくりのための学びを
基礎とし、感性デザイン、建築デザイン、国土デザインのいずれかのプログラ
ムにおいて所定の教育課程を修め、以下の資質・能力を身につけたと認められ
る学生に対し「学士（デザイン工学）」の学位を授与します。

(A)社会人としての良識と倫理観、地域社会に対する理解ならびにグローバ
ルな視野

(B) 専門分野の基盤となる基礎知識とこれらを活用して社会の持続可能な発
展に貢献できる力

(C) コミュニケーション能力と国際人としての姿勢

(D) 専門分野におけるデザイン活動の基礎となる知識と技術の応用･展開力
の素養

(E) 実社会において実務に対処しうる課題解決能力・チームワーク力、自ら
積極的・継続的に学んで行動する力

(F) 北東北地域における科学技術の動向への関心



ご質問事項への回答について

【質問事項２】
○中心街キャンパス移転に関して、キャンパス
内の計画を優先」とあるが、キャンパス移転の
実現に向けた計画に遅延が生じている懸念があ
るため、現在までの進捗状況について説明して
ください。また遅延が生じている場合はどのよ
うに解消する予定であるか説明してください。



回答２

• キャンパス移転は可能性の一つとして挙げたも
のであり，実際には複数の案について検討を重
ねた結果として，現在は現行キャンパス（大開
キャンパス）での整備計画を進めている状況で
す。

• この経緯について，以下の資料で説明いたしま
す。



５．キャンパス計画 （１）背景

• 18歳人口が国内で最も減少している北東北地域に立地している本学とし

ては、学生確保のためには改組に伴いこれまで以上のインパクトのある手

を打つ必要性を認識（大学名称の変更の議論も）

• 創立50年を迎えキャンパスの老朽化も顕在化してきたことから、キャンパ

ス移転（立地環境、通学の利便性・通学範囲の拡大を考慮）の可能性模索

（八戸駅周辺、中心市街地）

• 特に、中心市街地においては、市街地活性化の観点から国土交通省の補助

金（都市構造再編集中支援事業）が活用できる可能性があり、苦しい財務

事情の中でも検討の価値があるのでは？

• ただし、八戸市等の自治体や地権者、学生数の推移など、不確定要素も

多々あることから、「現行キャンパスのリニューアル」と「キャンパス移転」と

を並行して検討（前述済み）



５．キャンパス計画 （２）昨年度〜今年度前半

• 令和６年度に概算事業費・資金計画を含む基本計画を策定

• 事業費がその時点で60億を超え，その後の資材高騰，人件費高騰な

どもあり，国交省都市構造再編集中支援事業に採択されたとしても，

30億円を大きく超える投資が必要となることが判明。

➢ 単独での実施は極めて困難。八戸市の協力が得られるか？

➢ 市内での移転で，学生確保が長期的に可能か？

➢ 維持費を捻出できるか？

• 学生確保および八戸市の協力体制の不透明さが払拭できないため，

現時点では大開キャンパス・リニューアルに注力することとした



５．キャンパス計画 （３）今後の予定

〇キャンパス整備基本計画

【検討状況】

「八戸工業大学キャンパス整備基本構想」及び「八戸工業大学 学部学科再編（案）」を
基本に、整備方針やその他の内容を具現化するべく、動線、ゾーニング、インフラ、建物
構成、建物内諸室の配置等を取り纏め、基本設計の前段階となる「八戸工業大学キャン
パス整備基本計画」を策定中

【今後の見通し】

＜令和7年度＞
＊ ～１２月まで ：学内での意見調整（将来計画委員会，教授会，理事会）
＊  １２月理事会 ：基本計画策定にあたっての基本方針まとめ
＊  ２月理事会 ：基本計画（案）について協議
＊  ３月理事会 ：基本計画（案）について審議・承認

＜令和8年度＞ 基本設計・実施設計の策定、工事契約（着工）



ご質問事項への回答について

【質問事項３】
○キャンパス移転以外に、地域の企業や自治体
との連携を強化する取組等があれば、説明して
ください。



回答３

地域の企業や自治体との連携を強化する取組に
ついて説明いたします。



６．地域の企業や自治体との連携

連携名称 構成 目的・内容

八戸産学官連
携推進会議

八戸市
八戸市高等教育連携機関
八戸商工会議所

連携を通じた教育プログラムの
構築・実施

八戸工業大学
教育研究後援
会

青森県工業会、県内企業、
金融機関、同窓会・保護者
会等

教育プログラムの地域還元の提
言・意見徴収

HITカーボン
ニュートラル
人材育成協議
会

八戸市、近隣自治体、青森
県工業会、県内企業、教育
機関等

カーボンニュートラルの教育プ
ログラムの構築、地域の環境教
育の支援

青森県DX推
進ラボ

青森県、産業支援機関、高
等教育機関、金融機関等

DX普及、DX推進の基盤となる
人材の育成・確保に関わる支援

グリーン

デジタル



ご質問事項への回答について

【質問事項４】
○HIT リケジョLABO の活動を起点に学生募集に
おいて女子枠を設け周知を進めた結果、学校全
体での女子学生数が増加傾向にあるが、これら
の取組が女子学生の志向・志望へ与え得る影響
について、実施した実感を説明してください。
さらに女子学生の確保に向けて実施している取
組があれば説明してください。



回答４

• 女子学生の増加傾向と本学における取り組みに
は相関があると考えております。

• 実施担当者の声をお届けします。

• 今後の取り組みについても紹介いたします。



７．HITリケジョLABOの活動

実際に実施した現場担当者の感想・考察
HITリケジョLABOの活動である講演、実験及び冊子配布、さらに
市内の高校ほぼすべてに2年間、女子向けリケジョイベントのチラ
シを複数回全員に配布などの活動を実施。上表の様に、特に、八戸東、八
戸工大二高、八戸工業高校からR7年度の入学者が増加。リケジョの活動
以外にも、経済的理由（実家から通学、内部進学制度）から保護者の理解
も得やすいことなど、増加の要因は複数考えられる。たとえ【女子特別
枠】や【内部進学制度】を利用した場合であっても、HITリケジョLABOの
活動が工学部に進学との判断に繋がっている可能性もある。
今後も継続的に活動を実施し、データを積むことで増加の要因が明確にな
ると思われる。

【女子特別枠】を利用せずに、HITリケジョLABOの活動の
実施高校の中から特に入学者が増加した高校

の女子在校生数と実施内容

近隣およ
び県内の
高校

20
25
入
学
1年

20
24
入
学
2年

20
23
入
学
3年

20
22
入
学
4年

実施内容
イベント対
象学年か？

八戸工大
二高

4 1 2 2
複数回チラシ、冊子配布、
2023/12/27 講演と実験2年生
対象

〇

八戸東 3 0 1 0
複数回チラシ、冊子配布、
2024/11/20 １・2年生対象の講
演、校長対話

×

千葉学園 1 0 0 0
複数回チラシ、冊子配布、校長
面談

ー

青森西 1 0 0 1
複数回チラシ、冊子配布、校長
教頭面談

ー

明の星 1 0 0 0複数回チラシ、冊子配布のみ ー

弘前南 1 1 0 0
複数回チラシ、冊子配布、
2023/8/9 実習 １，２年生

〇
1 0 00 0 0

6

3

6

2
4

7

3
5

11

17

21 22

12 12

24

29

33

46

R5 R6 R7

女子の入学者数の推移

Mコース女子の入学者数 Eコース女子の入学者数

Iコース女子の入学者数 Lコース女子の入学者数

Dコース女子の入学者数 （参考）K科女子の入学者数

工学部の女子の入学者数合計 大学全体の女子の入学者数合計

〇R6年からR7年度の大学全体の女子入学者の増加（33から46名）
は工学部（12から24名）の増加に拠る
〇【女子特別枠】は「 学校推薦型選抜（指定校制）工学部女子特
別枠」としてR7年度から工学部の入学者から適用された。
⇒各高校へ入試部からご依頼時に特記事項として「学校推薦型選
抜（指定校制）工学部女子特別枠」を明記したことが影響。
⇒ 【女子特別枠】入学者は全９名（Iコース３名、Dコース６名）



女子学生確保に向けた活動
女子学生自身の活動を組織化（生き生きした女性の活躍ぶりを学内外にアピール）
     ➔他大学，高専との交流で芽生えた主体的活動への意識





８．学生確保のための取り組み（1）

２） 八戸市「企業・大学見学会事業」への参画

NPO 地域活性化教育支援ネットワーク（REN）が主導となって実施している八戸
市内の「企業・大学見学会事業」に参画。
中学生が地域企業や地元大学等の状況や魅力に触れるために、中学生による地域

企業、地元大学の見学や体験学習の教育支援事業。

令和３～４年度は、八戸市内２～３校に対応。
令和５年から八戸市内１０校、階上町２校に対応。

１） 例年、地域の中学校、高校の学習支援を通して大学の広報を実施

令和６年度実施件数
① 中学、高校の総合的な学習の時間への講師派遣、出前授業の実施。

中学校３件（八戸市内）、高校５０件（青森４３件、岩手６件、秋田１件）
② 大学見学会の受入れ

中学校１件（八戸市内）、高校９件（青森４件、岩手５件）
③ 体験授業

中学校１９件（青森県内）、高校１５件（青森県内）



８．学生確保のための取り組み（2）

3）新たな受験層への働きかけ

• 令和5年10月～現在 STEAM教育や文理融合カリキュラムの研究・導入

• 令和5年 9月～現在 HITリケジョLABOの活性化：JST採択事業（令和5年度
～令和6年度）として活動を顕在化させ、中高生への啓発活動を主に活性化
• 令和7年度からは本学の経費で事業を継続中

• 令和6年 4月～現在 留学生獲得の検討
➢ 特定技能実習取得のビジネスモデルを継続
➢ 令和7年度から留学生獲得に向けたタスクフォース設置

✓ 日本語学校で学ぶ留学生の見学会開催

• 令和6年 9月～現在 通信教育課程の導入検討：通信教育課程について他大学
の調査及び本学での需要について検討



中学生向けの見学内容の例



９．今後の活動

• デジタル分野とグリーン分野の人材育成力強化に向けた設置計画書作成を
進めるとともに，学生確保を強く意識した計画の精査を同時に行い，長期
にわたり学生充足が可能となる魅力的な理工系大学作りを行います。

• 新たな大学に相応しいキャンパス整備（施設・設備の整備）を計画的に進
め，ハード面での訴求力向上にも努めます。

• 学長のリーダーシップにより，大学運営体制，教員組織，教員評価方法，
などを円滑かつ迅速に改め，教育研究面での大学の強靱化を目指します。

• 北東北を中心として広く東北地方の高校や自治体等との連携を更に押し進
め，持続可能な地域社会実現に不可欠な大学としての存在感・信頼度を高
めます。

• 教職員が一丸となって「少子化」の荒波に立ち向かうため，それぞれが互
いに信頼しあい尊敬しあいながら業務に当たり，持てる力を十分に発揮で
きる体制「チーム八工大」を構築します。
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